
































Additional Construction of Sightseeing Cable Cars in order to  
Get over Topographical Weak Points of Amusement Parks and Hotels;  
Concerning with the Introduction of Historical Materials  





















　対星館の「ケーブルカーは同館がガケ下にあるため客の送迎用に昭和五年から使っている」（S41. 11. 24 朝日⑮）
由緒ある歴史的な「私設ケーブルカー」であり、小説通り「ガケ上の運転所で係員三人が運転に当っており…ブザー
で下に知らせてから動か」（S41. 11. 24 朝日⑮）す方式で、「軌道の長さ約三百メートル、平均こう配三十度で、車体
















ほかを購入した。購入価格は不詳であるが、「平松銀行の跡片付」（M25. 12. 24 東朝③）を担当した阪井保佑の財産


















知られた」（M22. 3. 29 東朝①）「日本橋区兜町　各公債証書諸株券金銀貨幣直取引所　泉屋両替店」の経営者で同時
に、同一場所で私立銀行たる有限責任平松銀行主を兼ねる銀行・証券兼営業者であった。平松は「公債証書及び株式
抵当の売買、金銀売買等」（M23. 6. 22 東朝②）を行う一方、同時に第百三十二国立銀行「株式千五十余株余、即ち
五万二千余円を所有」（M23. 6. 22 東朝②）して頭取の座にも就き、内国通運協議委員、日本橋区の所得税調査委員（明
治20年～明治21年）等を兼ねた。また東京株式取引所の有力株主の一人で、明治21年７月30日営業延期願を株主総代
の一人として渡辺治右衛門、平沼専蔵、山中隣之助、岡本善七ら斯界の大物と並んで農商務省へ提出した。（M21. 7. 31 
東朝②）
　しかし栄華を極めた平松家にもこの後相次ぎ不幸が襲う。まず平松は平松別荘を建ててまもなく22年３月27日死亡
した。（M22. 3. 29 東朝①）『明治過去帳』には防海費二千円を献納した銀製黄綬褒章者⒄として記されている。さら
に家督相続し平松甚四郎を襲名した二代目⒅が主宰する平松銀行⒆は明治23年５月10日ごろ「殆んど一身同躰とも云
ふへき」（M23. 5. 10 東経）関係にあった第百三十二国立銀行⒇と「同時に支払を停止するに至」（M23. 5. 10 東経）っ
た。銀行家をやめた二代目はその後明治29年では絵入新報編輯員（紳 M29、p776）、30年では東京新聞社員（紳
M30、p708）に転身するなど、文筆も得意な数寄者的人物かと推測される。
　25年12月末では「平松銀行の跡片付」（M25. 12. 24 東朝③）を担当した阪井保佑が「箱根塔の沢地所金八千円の登
記済書」（M25. 12. 24 東朝③）を保管していたので、銀行の整理を進める過程で、箱根物件の換価は未実現であった
と思われる。その後執達吏の手で平松への強制執行が行われ、26年11月では既に平松「甚四郎財産とてなきもの」






ケ島との中間にあり、建築の清雅なる五層楼」（M28. 7. 27 東朝③）の龍雲館の開業当初の宣伝文句によれば「故平
松某氏の別荘にして各室とも数寄を尽して建築したるものにて、函山無比の一仙境なり」（M28. 7. 27 東朝③）とある。
従来の先行研究では近接する五段旅館と平松の関係まで言及したものは少ないようだが、この記事では平松別荘の建
築をそのまま旅館に転用したと明記される。源泉は「底倉万年橋の下に湧出す石風呂より五百七十余間の樋を以て楼



















（十一日午後三時小田原電話）」（M43. 8. 12 東朝）と報じられ、横浜貿易新報には「堂ヶ島大和屋別荘前の崖　全く




















り四万余円を引出し、遂に損失を負はしめ」（M36. 11. 10 東朝）、整理を余儀なくされ35年12月13日に日宗興業銀行
と改称した。（変遷、p251）







































　大正12年９月の関東大震災では堂ケ島の近江屋、大和屋等は「震災で破壊され」（T13. 6. 18 東朝）、松ケ岡遊園も







































































































































































































































⑤ ［資料－５］「堂ケ島温泉場」『箱根宮之下 HAKONE』絵葉書（和歌山・大正写真工芸所製、「Taisho Hato 
Brand」）（［写真－８］）
　昭和11年２月国立公園指定以前の発行であろう。堂ケ島ケーブルカーの全路線と対星館の全景が写され、上部には
写真－６の「ケーブルカー宮ノ下駅」の駅舎や、中央には２両のケーブルカーが交換する行違箇所も見える。
⑥ ［資料－６］「箱根の温泉の中央宮の下温泉／諸温泉中幽邃第一の堂ケ島温泉」『国立公園箱根勝景』絵葉書（山田
市「KaiGakenkyukai」製）
　絵葉書（［写真－９］）のタイトルから昭和11年２月国立公園指定以降の発行である。堂ケ島ケーブルカーの路線下
半分と対星館の全景が写され、終点の堂ケ島ホームの駅舎も見える。
注
⑴　拙稿「跡見流観光教育の創始と観光用画像資料の教材活用」『FD ジャーナル』第９号、跡見女子大学、平成22年３月、p142～５
⑵　本稿では長崎大学附属図書館「幕末・明治期日本古写真メタデータ・データベース」（長崎大学学術研究成果リポジトリ）を単に長大
と略して本文の（　）内に示したように、新聞、会社録、頻出資料等について以下の略号を用いた。商登…商業登記簿、土登…土地登
記簿、［新聞・雑誌］朝日…朝日新聞、東朝…東京朝日新聞、大朝…大阪朝日新聞、東経…東京経済雑誌、浜貿…横浜貿易新報、／［会
社録］要…『銀行会社要録』東京興信所、諸…『日本全国諸会社役員録』商業興信所、紳…『日本紳士録』交詢社、日韓…『日韓商工
人名録』実業興信所、明治41年、大人…五十嵐栄吉『大正人名辞典』東洋新報社、大正７年、実辞…古林亀治郎編『実業家人名辞典』
東京実業通信社、明治44年、丸紳…林三郎編『丸之内紳士録』丸之内新聞社、昭和６年、人鑑…大須加福市『昭和九年版　日本人事名
鑑　下』連合通信社、商信…『商工信用録』東京興信所、大正３年、帝信…『帝国信用録』帝国興信所、／［頻出資料］変遷…『本邦
銀行変遷史』銀行図書館、平成10年、温誌…『箱根温泉誌』明治20年、箱鉱…『箱根鉱泉誌』明治21年、箱大…佐藤善治郎『箱根大観』
明治41年、箱案…佐藤春平『箱根案内』高城寛雄発行、明治43年６月、鉄温…鉄道院『温泉案内』大正９年、鉄道省『温泉案内』昭和
２年、博文館、箱図…谷口梨花（文）、吉田初三郎（画）「箱根名所図絵　箱根保勝会、温泉宿組合事務所公認」大正６年８月初版、大
正14年８月五版、大参社印刷所、桜木商店発売、相豆…『相豆温泉案内誌』大参社、大正15年４月、旅館…全国同盟旅館協会編『全国
旅館名簿』神田屋商店出版部、大正15年、旅名…昭和５年版『全国都市名勝温泉旅館名鑑』日本遊覧旅行社、昭和５年８月、温史…箱
写真－８　絵葉書「堂ケ島温泉場」『箱根宮之下 HAKONE』
写真－９　絵葉書「箱根の温泉の中央宮の下
温泉／諸温泉中幽邃第一の堂ケ島温泉」
跡見学園女子大学　観光マネジメント学科紀要　創刊号
─ 56 ─
根温泉旅館共同組合編『箱根温泉史─七湯から十九湯へ─』ぎょうせい、昭和61年、湯本…箱根湯本温泉旅館組合編『箱根湯本・塔之
沢温泉の歴史と文化─』夢工房、平成12年、／［WEB］、対星…対星館ホームページ http://www.taiseikan.co.jp（2011年２月検索）
⑶　大谷光瑞は明治後期に六甲山麓に広大な洋風庭園・珍しい植物を栽培した温室等を含む別荘「二楽荘」を建設、客貨輸送のため専用
の第一、第二、第三ケーブルカーまで設置した。（『二楽荘と大谷探検隊』芦屋市立美術博物館、平成11年、p132～４）大正７年生駒鋼
索鉄道開業のはるか前、個人で複数のケーブルカーを設置する快挙は西域探検等に見られる彼の特異な性向抜きには説明し得ないと考
えている。
⑷　近世以来豪商等の邸宅の一般開放から遊園地が発生したと考えられ、初期の不動産業のうち住宅開発は郊外の別荘地開発から出発し
たものも多く、広大な個人別荘そのものが専用遊園・小動物園果ては専用遊覧鉄道まで完備して遊園施設的存在であった例まで見られ
た。
⑸⑹⑺⑻⑼　松本清張『蒼い描点』新潮文庫、昭和47年、p33、解説663、40、39、501～２
⑽　晴遊閣大和屋ホテルの普通索道は昭和27年12月13日客貨併用の専用索道として開業、33年２月６日普通索道の免許を受けて（中川浩
一「ロープウェイ物語（続）」『鉄道ピクトリアル』通巻138号、昭和37年11月、p34）、34年９月10日開業した。（『私鉄要覧』昭和42年、
p269）
⑾　『日本の宿』朝日新聞社、昭和52年、p167
⑿　けいてつ協会編著『知られざる鉄道』JTB キャンブックス、1997年３月、p118
⒀　菊池芳二『箱根めぐり』箱根保勝会、大正７年、p27
⒁　明治20年には奈良屋の名は塔之沢の旅館に見当たらない。（温史、p425）なお現対星館では明治15年購入説を採っており、「明治十五
年にこの地を購入した人が『明星ケ岳にそそり立つ館』という意味で名付けた」（前掲『日本の宿』、p167）として早川の対岸に聳える「向
山（明星ケ岳）」（温史、p135）を眺める館の意味と解している。
⒂　両遊園は早川をはさんで隣接関係にある模様であるが、他の文献にあまり登場しない「向が丘」は早川に架けられた木橋で「向山（む
こうやま）」に渡るの意か。
⒃　拙稿「我国における観光・遊園施設の発達と私鉄多角経営の端緒─私鉄資本による遊園地創設を中心に─」『鉄道史学』第13号、平成
６年12月参照。
⒄　大植四郎編『明治過去帳　物故人名辞典』東京美術、平成３年、p277～８
⒅　第百三十二国立銀行頭取、平松銀行取締役、小間物商（紳 M22、p642）の平松辰之助（京橋区長沢町７）が家督相続、襲名した。
⒆⒇　平松銀行、第百三十二国立銀行は別稿を予定している。なお平松の創始した強羅開発の顛末は拙稿「箱根の遊園地・観光鉄道創設
を誘発した観光特化型“不動産ファンド”─福原有信・帝国生命による小田原電気鉄道支援策を中心に─」『彦根論叢』第387号、平成
23年３月参照。
　島順助は属性が未詳ながら同姓の島元吉は堂ケ島の江戸屋経営者、島周吉は江戸屋の次男で写真館を開業（温史、p146）した地元有
力者。
　依田学海『学海日録』学海日録研究会、岩波書店、平成５年、第10巻、p139。藤屋は底倉の地を賜った伊藤隼人介の子孫が祖先の名
を取り湯房「藤屋」を始めた旧家で、明治10年には安藤勘右衛門が経営（温史、p424）していたが、山口千之助に譲り、現富士屋ホテ
ルとなった。
　野崎左文『改正東海東山畿内山陽　漫遊案内』明治30年７月、博文館、p62
　大町桂月『関東の山水』博文館、明治42年、p476
　斎藤功「わが国最初の高原避暑地宮ノ下と箱根─明治期を中心に─」『筑波大学人文地理学研究』、第18号、筑波大学生命環境科学研
究科、1994、p140
　稲臣等編『帝国旅館全集』交通社出版部、大正２年12月、p116
　『日本案内　上』開国社、大正５年、p431
　内田星美『時計工業の発達』日本経営史研究所・セイコー時計資料館、服部セイコー、昭和60年、p198
　38年５月宮田が代表社員に就任した日本人造肥料所は「人造肥料過燐酸石灰窒素ポッタース塩及過燐石灰の混合肥料並に硫酸等の製
造販売」を目的に資本金7.5万円で南葛飾郡大木村に設立、代表社員宮田藤左衛門、小塚栄太郎（諸 M39上、p152）で、整理目的の第二
会社の設立であろう。
　森永規六『趣味の名所案内』、大鐙閣、６年、p115
　金尾種次郎『関東遊覧その日帰り』金尾文淵堂、大正15年８月、p168
　堀内正夫編『箱根湯河原熱海温泉遊覧の栞』富士屋自働車、大正15年11月
　『旅程と費用概算』ジャパン・ツーリスト・ビューロー、昭和10年、p107
　『旅程と費用概算』ジャパン・ツーリスト・ビューロー、昭和14年、p88
　日本温泉協会編『日本温泉大観』博文館、昭和16年、p1136、p861
　『私の履歴書』文化人第14巻、日本経済新聞社、平成59年、p58
　小森孝之『絵葉書　明治・大正・昭和』国書刊行会、昭和53年、p186
　箱根遊船は元箱根村と箱根町双方の渡船組合間の抗争の仲裁を頼まれた堤康次郎が大正９年４月「全部の船頭をうって一丸とする会
社をつくり、船頭を全部会社の従業員にして設立」（筑井正義『堤康次郎伝』昭和30年、p59）した。
　斉藤大起（神奈川新聞記者）「箱根の“強力”引退へ　旅館の自家用ケーブルカー」2009年５月29日『神奈川新聞』http://railroad.
kanaloco.jp/（2011年２月検索）
